
フクフォームルーフフクフォームルーフ
屋根断熱材屋根断熱材

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」

■フクフォームルーフ仕様

梱包内容カラーコード
納まり寸法（mm） S=1/15 熱抵抗値

（m2・K／W）タイプ 単品価格

0.871坪入（8枚）オレンジ

オレンジ

オレンジ

オレンジ

0845型 ￥4,400／坪
　　　　　（8枚）

FFR0845

1坪入（8枚） 1.201245型 ￥6,200／坪
　　　　　（8枚）

FFR1245

1坪入（8枚） 1.501545型 ￥7,600／坪
　　　　　（8枚）

FFR1545

1坪入（8枚） 1.831845型 ￥9,800／坪
　　　　　（8枚）

FFR1845

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。

41738 38

30

455

●フクフォームルーフ本体

43～45mm巾の垂木 38mm巾の垂木

1つの型で「43～45mm巾の垂木間」にも、「38mm巾の垂木間」にも、
カットなしで対応できる！

■別売部材（フクフォームルーフ専用支持材） ※材質：ポリプロピレン

5,600個（1袋＝32個入） 32個単位ルーフホルダー
コード カラー呼　称

￥19／個

単品価格 梱包内容 バラ出荷対応
RH

※ルーフホルダーは、フクフォーム全タイプ共通の専用支持材です。
※フクフォームルーフ1枚あたり、ルーフホルダー4個を使用目安としてください。

25
φ3

25
φ3

「フクフォームルーフ」
本体

通気層確保のための
立ち上がり（6箇所）

ルーフホルダー取付
（差込み4箇所）合いじゃくり

ジョイント

合いじゃくりジョイント

従来の「支持材を垂木に取り付ける方法｣と違い、
｢本体に取り付ける方法｣で施工がさらに安全・容易に！

●長時間、直射日光にあてると劣化の原因になります。保管する際は充分ご注意ください。また、施工の際もすみやかに仕上げ施工を行う等、配慮をしてください。
●難燃剤を加えていますが、不燃材ではありません。火に近付けないようご注意ください。
●廃棄する場合は、各地域の廃棄物処理指針に従って処理してください。
●大部分の有機溶剤、石油類には侵されますので、施工する際、薬剤・接着剤・塗料には充分ご注意ください。
●溶剤に侵されますので、木材防腐剤を使用する場合は、完全に乾燥してからフクフォームルーフを施工してください。
●フクフォームルーフ専用のルーフホルダーを利用して落下を防いでください。
●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり重量物を載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性がありますのでご注意ください。

フクフォームルーフは、ポリスチレンの発泡体です。ご使用にあたっては下記事項にご注意ください。注意

｢43～45mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

｢38mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

野地板

野地板

43～45mm巾垂木

38mm巾垂木

455
（303）

455
（303）

455
（303）

455
（303）

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

38mm巾
垂木

通気層

通気層
43～45mm巾

垂木

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

※熱抵抗値：旧（財）建材試験センターでの測定結果より

ホワイト

■地域区分

※詳細は住宅金融支援機構監修の「木造住宅工事仕様書」をご参照ください。
地域区分は市町村レベル

3地域
4地域

5・６地域

7地域

1・2地域
Ⅱ地域
Ⅲ地域

Ⅳ地域

Ⅴ地域

Ⅰ地域
青森県　岩手県　秋田県
宮城県　山形県　福島県　栃木県　新潟県　長野県

茨城県　群馬県　埼玉県　千葉県　東京都　神奈川県
富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　京都府　大阪府　兵庫県　奈良県　
和歌山県　鳥取県　島根県　岡山県　広島県　山口県
徳島県　香川県　愛媛県　
高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県
宮崎県　鹿児島県

北海道

■断熱構造とする部分とフクフォームルーフの施工箇所

断熱構造とする部分
フクフォームルーフ施工箇所

外気に通じている
小屋裏の壁

外気に接する土間床の外周部 その他の土間床の外周部

はね出した
ベランダの床

外気に接する床壁

軒

外気に通じている小屋裏

屋根面に面する
小屋裏部屋など

通気孔

屋根

通気孔（給気孔）
（※軒天材に設置）

床裏

物置等の天井

その他の床土間床

通気孔
通気孔（排気孔）

■【在来軸組工法および枠組壁工法（充填断熱）】

■フクフォームルーフ 各地域の左欄は必要な熱抵抗値（m2K/W）、右欄はフクフォームルーフの種類です。

フクフォームルーフ屋根断熱材

■フクフォームルーフ製品図 S=1/20

※ツーバイフォー工法の場合の熱抵抗値を表します。Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ地域における省エネ一般型気密以外住宅に必要な熱抵抗値は（1.5）［m2･K/W］。それ以外は在来軸組工法と同じ熱抵抗値。

昭和55年告示
（旧省エネ基準）

平成4年告示
（新省エネ基準）

平成11年告示
（平成25年告示附則）

フラット35

フラット35

フラット35S

等級2

省エネルギー
告示名称

住宅金融支援機構の
「フラット35」における

断熱構造基準
性能表示
基準

等級3

等級4

≒≒

≒≒

≒≒

部 位

屋根
または
天井

屋根
または
天井

天井

屋根

Ⅱ地域Ⅰ地域 Ⅲ地域

断熱性能【m2・K／W】

Ⅳ地域 Ⅴ地域平成11年基準平成11年基準 平成11年基準 平成11年基準 平成11年基準
３地域1・２地域 ４地域 ５・６地域 ７地域平成25年基準平成25年基準

平成25年基準 平成11年基準

平成25年基準 平成25年基準 平成25年基準

フクフォームルーフフクフォームルーフ フクフォームルーフ フクフォームルーフ熱抵抗値熱抵抗値 熱抵抗値 熱抵抗値 熱抵抗値 フクフォームルーフ
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ご発注に関する注意事項 　　　の色が付いた商品はバラ出荷対応いたします。ただし、１オーダーに正梱が含まれている場合についても梱包手数料として、￥２，０００別途申し受けます。



■施工前の事前確認　　　※次の下地条件・通気経路確保の条件を必ず守ってください。

■通気経路を確保するために
●通気を行うために、軒側に吸気孔、かつ棟側に排気孔を必ず設けてください。
●吸気孔から排気孔まで、通気層が連続してつながるようにしてください。

●通気経路を確保します。

●隅木を30mm下げて通気経路を
　確保します。

●谷木を30mm下げて通気経路を確保
　します。

●下屋部に、下屋用の排気孔を必ず設けて
　ください。

■参考納まり図
●イメージ図

■下地条件

■施工要領
■施工手順

「フクフォームルーフ」
本体

野地板

屋根材

エコランバー

遮熱ルーフエアテックス

ルーフホルダー

差し込み穴

断熱
効果

通気
・

排熱

棟 側

軒先側
軒先側

通気層30mm

居室

居室

居室

居室

断熱と通気が同時に！
排気（排熱）

吸気

吸気

屋根断熱工法

ピッタリ施工
●スリットの絶妙なアジャスト効果で隙間なくピッタリ納まります。
●合いじゃくりのジョイントが製品同士を密着させます。

カット不要

充填と同時に通気層確保
●垂木間に充填すると同時に、屋根断熱に必要な通気層（30mm）を確保できます。

優れた断熱性能、熱伝導率 0.040W／m・K
●フクフォームの材料は、すべて“ビーズ法ポリスチレンフォーム”を使用しています。
　（住宅金融支援機構の断熱材の種類ではCグループに属します。）

水をよせつけません。
●優れた撥水性が内部結露を防ぎ、断熱効果を持続させます。

●1つの型で、「43～45mm巾の垂木間」と「38mm巾の垂木間」にカットなしで対応できます。

ノンフロン製造
●製造上、フロンガスは使用していません。

自己消火性

少ないガス発生量
●昭和51年建設省告示第1231号第4に規定するガス有毒性試験に合格しています。

●フクフォームは、炎を遠ざけると自然に消える素材を使用しています。 （JIS A9521 適合）

■フクフォームルーフの用途
①小屋裏部屋等が屋根に面している、その屋

根面にフクフォームルーフを使用。
（小屋裏部屋・ロフト・吹き抜け部など）

②小屋裏部屋等がない場合でも、天井断熱の代わ
りとして、屋根面にフクフォームルーフを使用。

③遮熱用（夏場の防暑対策）として、屋根面に
フクフォームルーフを使用。

居室

居室

フクフォームルーフ

居室

居室

通気孔

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

通気孔

居室

フクフォームルーフ フクフォームルーフ

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」フクフォームルーフ屋根断熱材

充填と同時に通気層を確保できる、独自のフォルム。 ●屋根垂木ピッチは455mmもしくは303mmとし、垂木
巾は43～45mmもしくは38mmとしてください。

●垂木の側面はプレーナーがけを施して、なるべく平滑な
状態にしてください。

●垂木せい（高さ）はフクフォームルーフの総厚さ＋垂木欠き高さとしてください。
（※例： 垂木巾43～45×高さ90mm、垂木巾43～45×高さ105mm、 垂木巾38×高さ89mm等）

●屋外側から見た様子

垂木せい

垂木欠き高さ

通気層

棟木

通気経路

排気孔

通気層

隅木 隅木

棟木

谷木 谷木

通気経路

通気層
通気経路

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

通気層

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

①フクフォームルーフにルーフホルダーを差し込んで固定してください。

②垂木との密着性を高めるため、若干強めの充填設定になっています。こ
のとき、フクフォームルーフを一度に充填しようとせず、右図のように
軒先側・中央部・棟側の順で徐々に充填してください。

③下図のような場合はフクフォームルーフの
付き合わせ部を適宜カットして、隙間なく
納めてください。

※隅棟部・谷部へは、適宜カットして隙間なく納めてください。
　その際、ルーフホルダーの差し込みをフクフォームルーフを

支持できる適当な箇所に変えてください。

大棟部

谷部

隅棟部（寄棟屋根の場合）

下屋部

■フクフォームルーフ総厚さ一覧表
1845型1545型1245型0845型

70mm 85mm 100mm 117mm

通気経路

ウレタン充填

排気孔

屋根材 棟換気材
ルーフィング

野地板

フクフォームルーフ

30

総厚さ

A

C

D

●天窓下地や垂木を下図のように切り欠いて、通気経路
　を確保し、通気層がつながるようにしてください。

●フクフォームルーフの立ち上がり部が
　切り欠き部を遮る場合は、通気経路を
　ふさがないようにカットしてください。

天窓周辺部〈例〉E

B

A

C

D

D

E

B

フクフォームルーフ
総厚さ（※下表参照）

●換気経路

●室内側から見た様子

軒天換気材
（吸気孔）

（排気孔）
棟換気材

ウレタン充填

ルーフホルダーの
差し込み箇所変更

ウレタン充填

通気経路

30mm
巾200mm程度

天窓取り付け用
の下地組み

天窓下地および垂木

防湿シート

軒先側

棟側

母屋

フクフォーム
ルーフ

1枚目

ルーフホルダー

垂木

桁

43～45mmもしくは
38mm巾の垂木

垂木の側面は
プレーナーがけ

455mmピッチ（303mmピッチ）

フクフォームルーフの総厚さ
＋

垂木欠き高さ

差し込む

ルーフホルダー4箇所に固定

凸サネ

垂木

カット
カット

棟側

中央部

軒先側

注意

●通気層がつながっていないと、通気層内で空気がよどみ、
結露が発生することがありますのでご注意ください。

注意

●ウレタンを充填する際、通気経路をふさがぬようご注意ください。注意

●フクフォームルーフが母屋に当たらないように、垂木せいを設定してください。注意

●垂木側面が平滑でないと（ささくれた状態だと）
フクフォームルーフがスムーズに充填できません。注意

●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり、重量物を
載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性
がありますのでご注意ください。

●手でスリットを閉めながら、軒先側から部分的に充填していくと
スムーズに納まります。

2枚目

隅木

●天窓周辺部

●下屋部

●谷部

●棟部（大棟部）

●棟部
（隅棟部）

■施工部位

垂木

棟木

プレーナーがけ無し プレーナーがけ有り

ポイント



■施工前の事前確認　　　※次の下地条件・通気経路確保の条件を必ず守ってください。

■通気経路を確保するために
●通気を行うために、軒側に吸気孔、かつ棟側に排気孔を必ず設けてください。
●吸気孔から排気孔まで、通気層が連続してつながるようにしてください。

●通気経路を確保します。

●隅木を30mm下げて通気経路を
　確保します。

●谷木を30mm下げて通気経路を確保
　します。

●下屋部に、下屋用の排気孔を必ず設けて
　ください。

■参考納まり図
●イメージ図

■下地条件

■施工要領
■施工手順

「フクフォームルーフ」
本体

野地板

屋根材

エコランバー

遮熱ルーフエアテックス

ルーフホルダー

差し込み穴

断熱
効果

通気
・

排熱

棟 側

軒先側
軒先側

通気層30mm

居室

居室

居室

居室

断熱と通気が同時に！
排気（排熱）

吸気

吸気

屋根断熱工法

ピッタリ施工
●スリットの絶妙なアジャスト効果で隙間なくピッタリ納まります。
●合いじゃくりのジョイントが製品同士を密着させます。

カット不要

充填と同時に通気層確保
●垂木間に充填すると同時に、屋根断熱に必要な通気層（30mm）を確保できます。

優れた断熱性能、熱伝導率 0.040W／m・K
●フクフォームの材料は、すべて“ビーズ法ポリスチレンフォーム”を使用しています。
　（住宅金融支援機構の断熱材の種類ではCグループに属します。）

水をよせつけません。
●優れた撥水性が内部結露を防ぎ、断熱効果を持続させます。

●1つの型で、「43～45mm巾の垂木間」と「38mm巾の垂木間」にカットなしで対応できます。

ノンフロン製造
●製造上、フロンガスは使用していません。

自己消火性

少ないガス発生量
●昭和51年建設省告示第1231号第4に規定するガス有毒性試験に合格しています。

●フクフォームは、炎を遠ざけると自然に消える素材を使用しています。 （JIS A9521 適合）

■フクフォームルーフの用途
①小屋裏部屋等が屋根に面している、その屋

根面にフクフォームルーフを使用。
（小屋裏部屋・ロフト・吹き抜け部など）

②小屋裏部屋等がない場合でも、天井断熱の代わ
りとして、屋根面にフクフォームルーフを使用。

③遮熱用（夏場の防暑対策）として、屋根面に
フクフォームルーフを使用。

居室

居室

フクフォームルーフ

居室

居室

通気孔

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

通気孔

居室

フクフォームルーフ フクフォームルーフ

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」フクフォームルーフ屋根断熱材

充填と同時に通気層を確保できる、独自のフォルム。 ●屋根垂木ピッチは455mmもしくは303mmとし、垂木
巾は43～45mmもしくは38mmとしてください。

●垂木の側面はプレーナーがけを施して、なるべく平滑な
状態にしてください。

●垂木せい（高さ）はフクフォームルーフの総厚さ＋垂木欠き高さとしてください。
（※例： 垂木巾43～45×高さ90mm、垂木巾43～45×高さ105mm、 垂木巾38×高さ89mm等）

●屋外側から見た様子

垂木せい

垂木欠き高さ

通気層

棟木

通気経路

排気孔

通気層

隅木 隅木

棟木

谷木 谷木

通気経路

通気層
通気経路

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

通気層

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

①フクフォームルーフにルーフホルダーを差し込んで固定してください。

②垂木との密着性を高めるため、若干強めの充填設定になっています。こ
のとき、フクフォームルーフを一度に充填しようとせず、右図のように
軒先側・中央部・棟側の順で徐々に充填してください。

③下図のような場合はフクフォームルーフの
付き合わせ部を適宜カットして、隙間なく
納めてください。

※隅棟部・谷部へは、適宜カットして隙間なく納めてください。
　その際、ルーフホルダーの差し込みをフクフォームルーフを

支持できる適当な箇所に変えてください。

大棟部

谷部

隅棟部（寄棟屋根の場合）

下屋部

■フクフォームルーフ総厚さ一覧表
1845型1545型1245型0845型

70mm 85mm 100mm 117mm

通気経路

ウレタン充填

排気孔

屋根材 棟換気材
ルーフィング

野地板

フクフォームルーフ

30

総厚さ

A

C

D

●天窓下地や垂木を下図のように切り欠いて、通気経路
　を確保し、通気層がつながるようにしてください。

●フクフォームルーフの立ち上がり部が
　切り欠き部を遮る場合は、通気経路を
　ふさがないようにカットしてください。

天窓周辺部〈例〉E

B

A

C

D

D

E

B

フクフォームルーフ
総厚さ（※下表参照）

●換気経路

●室内側から見た様子

軒天換気材
（吸気孔）

（排気孔）
棟換気材

ウレタン充填

ルーフホルダーの
差し込み箇所変更

ウレタン充填

通気経路

30mm
巾200mm程度

天窓取り付け用
の下地組み

天窓下地および垂木

防湿シート

軒先側

棟側

母屋

フクフォーム
ルーフ

1枚目

ルーフホルダー

垂木

桁

43～45mmもしくは
38mm巾の垂木

垂木の側面は
プレーナーがけ

455mmピッチ（303mmピッチ）

フクフォームルーフの総厚さ
＋

垂木欠き高さ

差し込む

ルーフホルダー4箇所に固定

凸サネ

垂木

カット
カット

棟側

中央部

軒先側

注意

●通気層がつながっていないと、通気層内で空気がよどみ、
結露が発生することがありますのでご注意ください。

注意

●ウレタンを充填する際、通気経路をふさがぬようご注意ください。注意

●フクフォームルーフが母屋に当たらないように、垂木せいを設定してください。注意

●垂木側面が平滑でないと（ささくれた状態だと）
フクフォームルーフがスムーズに充填できません。注意

●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり、重量物を
載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性
がありますのでご注意ください。

●手でスリットを閉めながら、軒先側から部分的に充填していくと
スムーズに納まります。

2枚目

隅木

●天窓周辺部

●下屋部

●谷部

●棟部（大棟部）

●棟部
（隅棟部）

■施工部位

垂木

棟木

プレーナーがけ無し プレーナーがけ有り

ポイント



■施工前の事前確認　　　※次の下地条件・通気経路確保の条件を必ず守ってください。

■通気経路を確保するために
●通気を行うために、軒側に吸気孔、かつ棟側に排気孔を必ず設けてください。
●吸気孔から排気孔まで、通気層が連続してつながるようにしてください。

●通気経路を確保します。

●隅木を30mm下げて通気経路を
　確保します。

●谷木を30mm下げて通気経路を確保
　します。

●下屋部に、下屋用の排気孔を必ず設けて
　ください。

■参考納まり図
●イメージ図

■下地条件

■施工要領
■施工手順

「フクフォームルーフ」
本体

野地板

屋根材

エコランバー

遮熱ルーフエアテックス

ルーフホルダー

差し込み穴

断熱
効果

通気
・

排熱

棟 側

軒先側
軒先側

通気層30mm

居室

居室

居室

居室

断熱と通気が同時に！
排気（排熱）

吸気

吸気

屋根断熱工法

ピッタリ施工
●スリットの絶妙なアジャスト効果で隙間なくピッタリ納まります。
●合いじゃくりのジョイントが製品同士を密着させます。

カット不要

充填と同時に通気層確保
●垂木間に充填すると同時に、屋根断熱に必要な通気層（30mm）を確保できます。

優れた断熱性能、熱伝導率 0.040W／m・K
●フクフォームの材料は、すべて“ビーズ法ポリスチレンフォーム”を使用しています。
　（住宅金融支援機構の断熱材の種類ではCグループに属します。）

水をよせつけません。
●優れた撥水性が内部結露を防ぎ、断熱効果を持続させます。

●1つの型で、「43～45mm巾の垂木間」と「38mm巾の垂木間」にカットなしで対応できます。

ノンフロン製造
●製造上、フロンガスは使用していません。

自己消火性

少ないガス発生量
●昭和51年建設省告示第1231号第4に規定するガス有毒性試験に合格しています。

●フクフォームは、炎を遠ざけると自然に消える素材を使用しています。 （JIS A9521 適合）

■フクフォームルーフの用途
①小屋裏部屋等が屋根に面している、その屋

根面にフクフォームルーフを使用。
（小屋裏部屋・ロフト・吹き抜け部など）

②小屋裏部屋等がない場合でも、天井断熱の代わ
りとして、屋根面にフクフォームルーフを使用。

③遮熱用（夏場の防暑対策）として、屋根面に
フクフォームルーフを使用。

居室

居室

フクフォームルーフ

居室

居室

通気孔

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

居室

通気孔

居室

フクフォームルーフ フクフォームルーフ

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」フクフォームルーフ屋根断熱材

充填と同時に通気層を確保できる、独自のフォルム。 ●屋根垂木ピッチは455mmもしくは303mmとし、垂木
巾は43～45mmもしくは38mmとしてください。

●垂木の側面はプレーナーがけを施して、なるべく平滑な
状態にしてください。

●垂木せい（高さ）はフクフォームルーフの総厚さ＋垂木欠き高さとしてください。
（※例： 垂木巾43～45×高さ90mm、垂木巾43～45×高さ105mm、 垂木巾38×高さ89mm等）

●屋外側から見た様子

垂木せい

垂木欠き高さ

通気層

棟木

通気経路

排気孔

通気層

隅木 隅木

棟木

谷木 谷木

通気経路

通気層
通気経路

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

通気層

フクフォームルーフ

フクフォームルーフ

①フクフォームルーフにルーフホルダーを差し込んで固定してください。

②垂木との密着性を高めるため、若干強めの充填設定になっています。こ
のとき、フクフォームルーフを一度に充填しようとせず、右図のように
軒先側・中央部・棟側の順で徐々に充填してください。

③下図のような場合はフクフォームルーフの
付き合わせ部を適宜カットして、隙間なく
納めてください。

※隅棟部・谷部へは、適宜カットして隙間なく納めてください。
　その際、ルーフホルダーの差し込みをフクフォームルーフを

支持できる適当な箇所に変えてください。

大棟部

谷部

隅棟部（寄棟屋根の場合）

下屋部

■フクフォームルーフ総厚さ一覧表
1845型1545型1245型0845型

70mm 85mm 100mm 117mm

通気経路

ウレタン充填

排気孔

屋根材 棟換気材
ルーフィング

野地板

フクフォームルーフ

30

総厚さ

A

C

D

●天窓下地や垂木を下図のように切り欠いて、通気経路
　を確保し、通気層がつながるようにしてください。

●フクフォームルーフの立ち上がり部が
　切り欠き部を遮る場合は、通気経路を
　ふさがないようにカットしてください。

天窓周辺部〈例〉E

B

A

C

D

D

E

B

フクフォームルーフ
総厚さ（※下表参照）

●換気経路

●室内側から見た様子

軒天換気材
（吸気孔）

（排気孔）
棟換気材

ウレタン充填

ルーフホルダーの
差し込み箇所変更

ウレタン充填

通気経路

30mm
巾200mm程度

天窓取り付け用
の下地組み

天窓下地および垂木

防湿シート

軒先側

棟側

母屋

フクフォーム
ルーフ

1枚目

ルーフホルダー

垂木

桁

43～45mmもしくは
38mm巾の垂木

垂木の側面は
プレーナーがけ

455mmピッチ（303mmピッチ）

フクフォームルーフの総厚さ
＋

垂木欠き高さ

差し込む

ルーフホルダー4箇所に固定

凸サネ

垂木

カット
カット

棟側

中央部

軒先側

注意

●通気層がつながっていないと、通気層内で空気がよどみ、
結露が発生することがありますのでご注意ください。

注意

●ウレタンを充填する際、通気経路をふさがぬようご注意ください。注意

●フクフォームルーフが母屋に当たらないように、垂木せいを設定してください。注意

●垂木側面が平滑でないと（ささくれた状態だと）
フクフォームルーフがスムーズに充填できません。注意

●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり、重量物を
載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性
がありますのでご注意ください。

●手でスリットを閉めながら、軒先側から部分的に充填していくと
スムーズに納まります。

2枚目

隅木

●天窓周辺部

●下屋部

●谷部

●棟部（大棟部）

●棟部
（隅棟部）

■施工部位

垂木

棟木

プレーナーがけ無し プレーナーがけ有り

ポイント



フクフォームルーフフクフォームルーフ
屋根断熱材屋根断熱材

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」

■フクフォームルーフ仕様

梱包内容カラーコード
納まり寸法（mm） S=1/15 熱抵抗値

（m2・K／W）タイプ 単品価格

0.871坪入（8枚）オレンジ

オレンジ

オレンジ

オレンジ

0845型 ￥4,400／坪
　　　　　（8枚）

FFR0845

1坪入（8枚） 1.201245型 ￥6,200／坪
　　　　　（8枚）

FFR1245

1坪入（8枚） 1.501545型 ￥7,600／坪
　　　　　（8枚）

FFR1545

1坪入（8枚） 1.831845型 ￥9,800／坪
　　　　　（8枚）

FFR1845

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。

41738 38

30

455

●フクフォームルーフ本体

43～45mm巾の垂木 38mm巾の垂木

1つの型で「43～45mm巾の垂木間」にも、「38mm巾の垂木間」にも、
カットなしで対応できる！

■別売部材（フクフォームルーフ専用支持材） ※材質：ポリプロピレン

5,600個（1袋＝32個入） 32個単位ルーフホルダー
コード カラー呼　称

￥19／個

単品価格 梱包内容 バラ出荷対応
RH

※ルーフホルダーは、フクフォーム全タイプ共通の専用支持材です。
※フクフォームルーフ1枚あたり、ルーフホルダー4個を使用目安としてください。

25
φ3

25
φ3

「フクフォームルーフ」
本体

通気層確保のための
立ち上がり（6箇所）

ルーフホルダー取付
（差込み4箇所）合いじゃくり

ジョイント

合いじゃくりジョイント

従来の「支持材を垂木に取り付ける方法｣と違い、
｢本体に取り付ける方法｣で施工がさらに安全・容易に！

●長時間、直射日光にあてると劣化の原因になります。保管する際は充分ご注意ください。また、施工の際もすみやかに仕上げ施工を行う等、配慮をしてください。
●難燃剤を加えていますが、不燃材ではありません。火に近付けないようご注意ください。
●廃棄する場合は、各地域の廃棄物処理指針に従って処理してください。
●大部分の有機溶剤、石油類には侵されますので、施工する際、薬剤・接着剤・塗料には充分ご注意ください。
●溶剤に侵されますので、木材防腐剤を使用する場合は、完全に乾燥してからフクフォームルーフを施工してください。
●フクフォームルーフ専用のルーフホルダーを利用して落下を防いでください。
●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり重量物を載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性がありますのでご注意ください。

フクフォームルーフは、ポリスチレンの発泡体です。ご使用にあたっては下記事項にご注意ください。注意

｢43～45mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

｢38mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

野地板

野地板

43～45mm巾垂木

38mm巾垂木

455
（303）

455
（303）

455
（303）

455
（303）

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

38mm巾
垂木

通気層

通気層
43～45mm巾

垂木

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

※熱抵抗値：旧（財）建材試験センターでの測定結果より

ホワイト

■地域区分

※詳細は住宅金融支援機構監修の「木造住宅工事仕様書」をご参照ください。
地域区分は市町村レベル

3地域
4地域

5・６地域

7地域

1・2地域
Ⅱ地域
Ⅲ地域

Ⅳ地域

Ⅴ地域

Ⅰ地域
青森県　岩手県　秋田県
宮城県　山形県　福島県　栃木県　新潟県　長野県

茨城県　群馬県　埼玉県　千葉県　東京都　神奈川県
富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　京都府　大阪府　兵庫県　奈良県　
和歌山県　鳥取県　島根県　岡山県　広島県　山口県
徳島県　香川県　愛媛県　
高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県
宮崎県　鹿児島県

北海道

■断熱構造とする部分とフクフォームルーフの施工箇所

断熱構造とする部分
フクフォームルーフ施工箇所

外気に通じている
小屋裏の壁

外気に接する土間床の外周部 その他の土間床の外周部

はね出した
ベランダの床

外気に接する床壁

軒

外気に通じている小屋裏

屋根面に面する
小屋裏部屋など

通気孔

屋根

通気孔（給気孔）
（※軒天材に設置）

床裏

物置等の天井

その他の床土間床

通気孔
通気孔（排気孔）

■【在来軸組工法および枠組壁工法（充填断熱）】

■フクフォームルーフ 各地域の左欄は必要な熱抵抗値（m2K/W）、右欄はフクフォームルーフの種類です。

フクフォームルーフ屋根断熱材

■フクフォームルーフ製品図 S=1/20

※ツーバイフォー工法の場合の熱抵抗値を表します。Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ地域における省エネ一般型気密以外住宅に必要な熱抵抗値は（1.5）［m2･K/W］。それ以外は在来軸組工法と同じ熱抵抗値。
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フクフォームルーフフクフォームルーフ
屋根断熱材屋根断熱材

住宅金融支援機構記号別断熱材の種類
Cグループ「ビーズ法ポリスチレンフォーム」

■フクフォームルーフ仕様

梱包内容カラーコード
納まり寸法（mm） S=1/15 熱抵抗値

（m2・K／W）タイプ 単品価格

0.871坪入（8枚）オレンジ

オレンジ

オレンジ

オレンジ

0845型 ￥4,400／坪
　　　　　（8枚）

FFR0845

1坪入（8枚） 1.201245型 ￥6,200／坪
　　　　　（8枚）

FFR1245

1坪入（8枚） 1.501545型 ￥7,600／坪
　　　　　（8枚）

FFR1545

1坪入（8枚） 1.831845型 ￥9,800／坪
　　　　　（8枚）

FFR1845

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

41045 45

30

455

41045 45

30

455

41738 38

30

455

充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。充填と同時に通気層を確保できる、屋根用断熱材。

41738 38

30

455

●フクフォームルーフ本体

43～45mm巾の垂木 38mm巾の垂木

1つの型で「43～45mm巾の垂木間」にも、「38mm巾の垂木間」にも、
カットなしで対応できる！

■別売部材（フクフォームルーフ専用支持材） ※材質：ポリプロピレン

5,600個（1袋＝32個入） 32個単位ルーフホルダー
コード カラー呼　称

￥19／個

単品価格 梱包内容 バラ出荷対応
RH

※ルーフホルダーは、フクフォーム全タイプ共通の専用支持材です。
※フクフォームルーフ1枚あたり、ルーフホルダー4個を使用目安としてください。

25
φ3

25
φ3

「フクフォームルーフ」
本体

通気層確保のための
立ち上がり（6箇所）

ルーフホルダー取付
（差込み4箇所）合いじゃくり

ジョイント

合いじゃくりジョイント

従来の「支持材を垂木に取り付ける方法｣と違い、
｢本体に取り付ける方法｣で施工がさらに安全・容易に！

●長時間、直射日光にあてると劣化の原因になります。保管する際は充分ご注意ください。また、施工の際もすみやかに仕上げ施工を行う等、配慮をしてください。
●難燃剤を加えていますが、不燃材ではありません。火に近付けないようご注意ください。
●廃棄する場合は、各地域の廃棄物処理指針に従って処理してください。
●大部分の有機溶剤、石油類には侵されますので、施工する際、薬剤・接着剤・塗料には充分ご注意ください。
●溶剤に侵されますので、木材防腐剤を使用する場合は、完全に乾燥してからフクフォームルーフを施工してください。
●フクフォームルーフ専用のルーフホルダーを利用して落下を防いでください。
●施工後、フクフォームルーフの上に乗ったり重量物を載せると、フクフォームルーフが割れて落下する危険性がありますのでご注意ください。

フクフォームルーフは、ポリスチレンの発泡体です。ご使用にあたっては下記事項にご注意ください。注意

｢43～45mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

｢38mm巾の垂木間｣に充填された
フクフォームルーフ

野地板

野地板

43～45mm巾垂木

38mm巾垂木

455
（303）

455
（303）

455
（303）

455
（303）

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

38mm巾
垂木

通気層

通気層
43～45mm巾

垂木

フクフォームルーフ

ルーフホルダー

※熱抵抗値：旧（財）建材試験センターでの測定結果より

ホワイト

■地域区分

※詳細は住宅金融支援機構監修の「木造住宅工事仕様書」をご参照ください。
地域区分は市町村レベル

3地域
4地域

5・６地域

7地域

1・2地域
Ⅱ地域
Ⅲ地域

Ⅳ地域

Ⅴ地域

Ⅰ地域
青森県　岩手県　秋田県
宮城県　山形県　福島県　栃木県　新潟県　長野県

茨城県　群馬県　埼玉県　千葉県　東京都　神奈川県
富山県　石川県　福井県　山梨県　岐阜県　静岡県　
愛知県　三重県　滋賀県　京都府　大阪府　兵庫県　奈良県　
和歌山県　鳥取県　島根県　岡山県　広島県　山口県
徳島県　香川県　愛媛県　
高知県　福岡県　佐賀県　長崎県　熊本県　大分県
宮崎県　鹿児島県

北海道

■断熱構造とする部分とフクフォームルーフの施工箇所

断熱構造とする部分
フクフォームルーフ施工箇所

外気に通じている
小屋裏の壁

外気に接する土間床の外周部 その他の土間床の外周部

はね出した
ベランダの床

外気に接する床壁

軒

外気に通じている小屋裏

屋根面に面する
小屋裏部屋など

通気孔

屋根

通気孔（給気孔）
（※軒天材に設置）

床裏

物置等の天井

その他の床土間床

通気孔
通気孔（排気孔）

■【在来軸組工法および枠組壁工法（充填断熱）】

■フクフォームルーフ 各地域の左欄は必要な熱抵抗値（m2K/W）、右欄はフクフォームルーフの種類です。

フクフォームルーフ屋根断熱材

■フクフォームルーフ製品図 S=1/20

※ツーバイフォー工法の場合の熱抵抗値を表します。Ⅲ・Ⅳ・Ⅴ地域における省エネ一般型気密以外住宅に必要な熱抵抗値は（1.5）［m2･K/W］。それ以外は在来軸組工法と同じ熱抵抗値。

昭和55年告示
（旧省エネ基準）

平成4年告示
（新省エネ基準）

平成11年告示
（平成25年告示附則）
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フラット35S
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住宅金融支援機構の
「フラット35」における
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性能表示
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断熱性能【m2・K／W】

Ⅳ地域 Ⅴ地域平成11年基準平成11年基準 平成11年基準 平成11年基準 平成11年基準
３地域1・２地域 ４地域 ５・６地域 ７地域平成25年基準平成25年基準
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平成25年基準 平成25年基準 平成25年基準
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